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識
字
率
向
上
月
間 

平
成
23
年
３
月
24
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

61
名 

出
席
計
算
数 

 

52
名
中
43
名
出
席 

出
席
率
82
・
69
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
23
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 

伊
藤 

与
則 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 
岩
崎 

征
一 

３
月
は
結
婚
記
念
月
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙
木 
政
義 

卓
話
を
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。 

 
 

 
 

草
野 

勝
彦 

ゴ
ル
フ
会
優
勝
で
す
。
強
風
の
中
よ
く

が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

杉
本 

英
夫 

ゴ
ル
フ
例
会
、
３
位
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
井 

 

衞 

小
笠
原
さ
ん
、
横
井
さ
ん
、
昨
日
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

春
日
井
和
良 

 
 

 
 

 

生
き
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

大
原 

敏
正 

孫
５
人
の
う
ち
本
年
は
大 

学
を
２
人
が
卒
業
し
て
１ 

人
は
入
学
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

小
野 

定
男 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

会
長 

岩
崎 

征
一 

        

愛
知
淑
徳
大
学 

長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館 

愛
知
淑
徳
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
は
、
大
学
の
共
学
化
・
学
部
増

設
に
伴
い
、
主
に
現
代
社
会
学
部
が
使

用
す
る
校
舎
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

水
平
方
向
に
長
く
延
び
た
外
観
は
、

ガ
ル
バ
リ
ュ
ウ
ム
鋼
板
と
波
板
ガ
ラ
ス

の
面
を
交
互
に
配
置
す
る
事
で
単
調
さ

を
避
け
、
表
現
豊
な
フ
ァ
サ
ー
ド
が
出

来
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

設
計
を
担
当
し
た
伊
藤
恭
行
氏
は
、

東
京
大
学
大
学
院
卒
業
後
、
多
く
の
コ

ン
ペ
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
京
女
子
大
学

２
０
０
１
号
館
や
名
古
屋
大
学
赤
崎
記 

 
 

念
研
究
館
等
の 

作
品
を
残
し
て 

い
ま
す
。
現
在 

は
名
古
屋
市
立 

大
学
准
教
授
と 

し
て
活
躍
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

  

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て 

」 

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 
 

 

草
野 

勝
彦
さ
ん 

１
．
入
会
の
動
機 

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
先
輩
に
勧
め

ら
れ
た
か
ら
で
す
。 

入
会
時
は
、
青
年
会
議
所
を
４０
才
で

卒
業
し
て
フ
リ
ー
の
状
態
で
し
た
。 

弁
護
士
と
い
う
職
業
柄
か
ら
、
異
業

種
の
方
と
意
見
交
換
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。 

２
．
入
会
時 

出
席
委
員
長
で
し
た
。 

創
立
間
も
な
い
時
で
し
た
の
で
、
す
ぐ

に
役
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。 

３
．
例
会
の
充
実 

例
会
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い

ま
し
た
。 

当
初
は
例
会
出
席
義
務
が
厳
し
く
、

欠
席
者
に
電
話
で
出
席
を
要
請
す
る
な

ど
、
出
席
率
確
保
に
大
変
で
し
た
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
毎
週
１
回
例
会
を

開
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
こ
れ
が
ロ
ー

タ
リ
ー
の
特
徴
で
す
。 

例
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
、何
故 

必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

会
員
が
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
、
会
話
を

し
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
友

情
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
精
神
の
一
つ

と
思
う
の
で
す
。 

こ
う
し
た
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ 

ト
参
加
は
疑
問
で
す
。 

４
．
職
業
奉
仕
に
つ
い
て 

職
業
奉
仕
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
他
の

社
会
奉
仕
団
体
と
の
違
い
を
明
確
に
し

て
い
る
点
で
す
。 

職
業
奉
仕
と
は
、
我
々
が
そ
の
職
業

を
通
じ
て
他
人
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ

と
で
あ
り
、
他
人
に
奉
仕
す
る
こ
と
で

す
。 ロ

ー
タ
リ
ア
ン
は
、
各
種
職
業
を
有

用
と
認
め
る
と
共
に
、
自
ら
の
職
業
を

通
じ
て
、
倫
理
的
に
向
上
さ
せ
、
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
に
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

５
．
ロ
ー
タ
リ
ー
と
は
何
か 

ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
者
、
ポ
ー
ル
ハ
リ

ス
は
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。 

「
何
千
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
聞
け 
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ば
何
千
通
り
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
だ

ろ
う
、
し
か
し
、
も
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー

が
よ
り
寛
容
で
、
よ
り
他
の
人
の
良
さ

を
認
め
、
よ
り
他
の
人
と
親
し
く
交
わ

り
、
助
け
合
う
よ
う
に
し
て
く
れ
る
な

ら
、
そ
し
て
、
人
生
の
美
し
さ
と
喜
び

を
発
散
し
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く
れ
る

な
ら
、
そ
れ
が
、
我
々
が
求
め
る
ロ
ー

タ
リ
ー
の
す
べ
て
で
あ
る
。
そ
れ
以
上

ロ
ー
タ
リ
ー
に
何
を
求
め
る
こ
と
が
あ

ろ
う
か
」 

ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
は
、
そ
の
著
書
の
中

で
述
べ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
含
蓄
の

あ
る
言
葉
だ
と
時
折
思
い
返
し
て
い
ま

す
。 

  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１
年
３
月
22
日   

世
界
水
の
日 

水
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う 

持
続
的
な
水
の
供
給
と
、
衛
生
の
改

善
を
目
的
と
す
る
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
展
途
上
国
で
実
施
す
る
た
め
に
、

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は
２
０
０
９
年
以
来
、

米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
と

共
に
国
際
Ｈ

２

Ｏ
協
力
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
協
力
に
よ
っ
て
ロ
ー

タ
リ
ー
は
、
単
に
飲
料
水
の
供
給
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
高
い
目
標
を

も
っ
て
世
界
の
幅
広
い
地
域
で
水
と
衛

生
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

と
、
Ｒ
Ｉ
／
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
運
営
委
員
の

ト
ー
マ
ス 

Ｍ
．
ソ
ー
フ
ィ
ン
ソ
ン
Ｒ
Ｉ

副
会
長
は
話
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
水
と

衛
生
設
備
」
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の

未
来
の
夢
計
画
に
お
け
る
重
点
分
野
の 

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

世
界
中
で
多
く
の
人
々
が
安
全
な
飲

料
水
と
充
実
し
た
衛
生
設
備
を
利
用
で

き
な
い
状
況
を
受
け
、
国
連
は
、
行
動

の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
を
高
め
よ
う

と
、３
月
22
日
を「
世
界
水
の
日（W

o
r 

-
ld

 W
a
te

r D
a
y

）」に
定
め
ま
し
た
。

毎
年
、
水
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ

れ
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
都
市
部
の

高
度
成
長
と
水
管
理
に
関
す
る
課
題
に

焦
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。「
世
界
水
の

日
」
に
関
す
る
詳
細
は
こ
ち
ら 

h
ttp

:/
/
w

w
w

.u
n

w
a
te

r.o
rg

/
w

o
rld

w
a
te

rd
a
y/

 

ガ
ー
ナ
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
よ

っ
て
、
村
人
た
ち
の
た
め
の
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
、
給
水
設
備
が
設
置
さ
れ
ま 

                

し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
衛
生

習
慣
の
改
善
と
、
設
備
管
理
の
研
修
を

提
供
す
る
一
方
で
、
地
元
の
人
々
が
給

水
設
備
の
使
用
料
を
徴
収
し
、
給
水
ポ

ン
プ
の
管
理
費
を
賄
い
ま
し
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
地
元
の
関
連
団
体
と
協

力
し
、
廃
水
処
理
場
か
ら
固
形
廃
棄
物

を
取
り
除
く
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
水
の
供

給
業
者
を
訪
れ
て
調
査
し
、
研
修
を
提

供
し
た
結
果
、
業
者
は
、
生
分
解
性
の

廃
棄
物
60
％
を
植
林
用
の
た
い
肥
と

し
て
再
利
用
す
る
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

で
は
、
多
大
な
ロ
ー
タ
リ
ー
資
金
に
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
資
金
援
助
も
加
わ
り
、
砂

を
利
用
し
た
浄
水
設
備
が
設
置
さ
れ
、

水
供
給
の
仕
組
み
が
改
善
さ
れ
た
ほ
か
、

衛
生
に
関
す
る
教
育
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。  

水
と
衛
生
に
関
心
の
あ
る
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
は
、
２
０
１
１
年
国
際
大
会
の
会

場
と
な
る
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
（
米
国

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
）
で
、
５
月
24
日
に
開

か
れ
る
、
国
際
Ｈ

２

Ｏ
協
力
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
ソ
ー
フ
ィ
ン
ソ
ン
Ｒ
Ｉ
副

会
長
が
進
行
）、
ま
た
５
月
20
日
に「
水

と
衛
生
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
行
動
グ
ル
ー

プ
（
Ｒ
Ａ
Ｇ
）」
が
主
催
す
る
第
４
回
世

界
水
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。  

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、年
間
を
通
じ
て
、

水
と
衛
生
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
活
動
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。  

               

▽ 

ハ
イ
チ
で
は
、ハ
イ
チ
大
地
震
救
援 

基
金
か
ら
の
６
４
，
５
６
６
ド
ル
の

支
援
を
受
け
、同
国
の
ク
ラ
ブ
が
９
，

０
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
雨
水
を
蓄

え
る
浄
水
器
付
き
タ
ン
ク
80
基
を

設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、３
，

０
０
０
人
の
人
々
が
き
れ
い
な
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

▽ 

第
５
４
２
０
地
区
（
米
国
ユ
タ
州
）

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

と
エ
ク
ア
ド
ル
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と

協
力
し
て
一
連
の
グ
ロ
ー
バ
ル
補

助
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、

学
校
に
ト
イ
レ
と
給
水
設
備
を
設

置
し
た
ほ
か
、
衛
生
教
育
を
生
徒
に

提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
街
頭
広

告
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
放
送
を
通
じ

て
、一
般
の
人
々
に
も
活
動
を
紹
介

し
ま
し
た
。  

▽ 

第
２
２
３
０
地
区
（
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
）で
は
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
協
力
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
児
童
養
護
施
設
に
新
し

い
浄
化
槽
設
備
を
設
置
し
、
ト
イ
レ

と
シ
ャ
ワ
ー
の
改
修
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金 

 

３
月
17
日
、
３
月
24
日
と
２
週
に

分
け
て
集
め
ら
れ
ま
し
た
寄
付
は
、
合

計
で
10
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
頂
い 

た
皆
様
、
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 

３
月
31
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

例
会
変
更 

４
月
３
日
（
日
） 

春
の
家
族
旅
行 

―
徳
川
家
菩
提
寺
大
樹
寺
と 

 

蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
―  

＊
出
発 

芸
文
セ
ン
タ
ー
南
側 

午
前
８
時
30
分 

 
 

 

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た 

 

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

１００，０００円 


